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「幡随院長兵衛 金時ころり」/了古述 芳幾画 文久 2 (1862) 年  

 

この広告が生まれた背景 

  

コレラは幕末・明治に大流行し、石炭酸などで消毒が行われた。河原崎権十郎

扮する幡随院長兵衛が、「ころり（コレラ）」を踏みつけてやっつけている浮

世絵を当時のくすり屋に張り、宣伝していた。 

 

相互作用の観点から 

  

この絵は「提供」であり、販促を促す部分では「要求」ととれる。 

作り手が不在であり、対象はコレラという細菌の脅威に対策をうとうとする江

戸の町民である。 

 

この絵で使われているキャラクターは当時有名であった歌舞伎役者の河原崎権

十郎を使用し、さらに人気を博した歌舞伎舞台「極付幡随長兵衛」での主人公

幡随院長兵衛に身をやつしたキャラクターを描いている。 

 

幡随院長兵衛とは 

  

実在した存在。元は唐津藩の武士・塚本伊織の子で、口入れ屋を営んでいたが、

男伊達を競って乱暴を働く旗本奴と対立し、町奴の頭領となったとされていた

が、長兵衛は滅亡した波多氏の旧家臣の子であるとする説もある。 

 

→当時、町民から人気があった歌舞伎劇は町民が武士を討つ荒事の下克上劇で

あったため、元々武家出身であった幡随院長兵衛が旗本奴、武士達の悪意を見

いだし、武家から抜け、町民とともに悪代官と戦った幡随院長兵衛は江戸の中

でヒーローとなり、歌舞伎の題材にもされた江戸っ子のヒーローであった。伝

説もいくつかあり、崇拝視されていた要素も強い実在したヒーローであった。 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CC%C0%BC%A3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%A2%BD%BD%CF%BA
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%A2%BD%BD%CF%BA
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%A2%BD%BD%CF%BA
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%A2%BD%BD%CF%BA


→つまり町民のヒーローを広告に利用することで町民の購買意欲をかき立てる

戦略と要求があったのと、コレラという脅威への対策を町民に喚起する提案の

両方の要素があったと考えられる 

 

→よって当時の江戸の町民のヒーローであった幡随院長兵衛を江戸の町民にと

っての脅威＝悪代官＝コレラを退治する存在として広告の絵に利用すべき存在

だったのがわかる。 

 

コレラと死とそれを乗り越える幡随院長兵衛＝薬の効能 

 当時コレラは死に至る病気というイメージが非常に強かった。実際のデータ

としては明治１０年には、約８，０００人、明治１２年には約１０５，７００

人 、明治１５年には、５，０７１人 、明治１９年には、約１０８，４００

人と年によって変化はあるが、コレラ＝死のイメージがつきまとっていた。そ

こで墓を絵のレイヤーの一番奥に描き、墓の目の前に江戸のヒーローである、

幡随院長兵衛を２つ目のレイヤーに描き、一番正面のレイヤーに倒れる鬼を描

いた。 

左斜めに墓場から先の消失点があるが、絵のメインである幡随院長兵衛は逆向

きの右斜めにたっているのが見える。 

→死をも対抗し、打ち勝てるという薬のイメージをつくる構図が見えてくるの

ではないだろうか。 

 

→「コレラ」を表す鬼を幡随院長兵衛が立ったままに無傷で倒すという絵が描

かれているのがわかるが、つまり、この絵が宣伝している薬、「石炭酸」の薬

の効能のまま消毒し、コレラの細菌に感染することなく殺菌するという意味が

こめられて描かれているように見受けられる。 

 



 つまりこの広告は社会的相互作用が対象である町民と合致していることが見

受けられ、イメージにでている幡随院長兵衛が町民の中でコード化されている

存在であること、後ろという結末を示すだろう「墓」と墓という結末を導こう

とする「コレラ」を表す鬼に挟み撃ちされても、無傷で堂々と立ってある幡随

院長兵衛の姿が薬の効能を表しているのではないかと見受けられる点でノンバ

ーバルコミュニケーションが成立しているともいえる。絵の上にも説明がかか

れているが十分に絵の構図で、直感的に薬を提供し、コレラを殺菌するといっ

た効能を伝えるものを広告しているのが当時の方々はわかるのではないかと考

えた。 

（江戸明治時代は歌舞伎や詩歌やほかの文化から知識を得ること、寺子屋など

もあり、成人男性の識字率が約７０％であったが女性はそれほど高くなかった。

しかし町民が全員広告絵をみてわかるような図面にはなっていたのではないだ

ろうかと考える。） 

 

色彩の彩度 

絵は多色刷りである（浮世絵）錦絵であり、鮮やかではあるがやや濃さは薄く

彩度はやや高いととれる 

色彩の差異化 

使用した色の数は１０種類以下とやや少ない 

色彩の調合 

平坦な調合されていない色彩である 

文脈化 

背景は墓場という死を意味する場所であり、しかし時系列はなく時間の情報は

ない 

再現 

浮世絵の特徴でもある写実性からは逸脱した自由な画法で描かれている 



奥行き 

左斜めに墓場から先の消失点があるが、絵のメインである幡随院長兵衛は逆向

きの右斜めにたっている 

照明 

絵自体は「自然に」明るい 

明るさ 

意図的な明度差はない、コントラストは高いとはいえない 

 


